
 

 

 

 

 

 

 

 今回は薬の話とは全く無関係の話になります。 

１）降水量のｍｍ                                  

 近年の大雨には異常さを感じますし、今年も大雨による痛ましい被害が数多くでた年でした。そして

ニュースでは「１時間あたりの降水量は○○ｍｍでした」とか、「明日の朝までの降水量は○○ｍｍに

なるでしょう」などの表現が多くでていました。 

 先日もテレビを見ていましたら、あるアナウンサーが１時間あたり５ｍｍの雨と言ったところ、気象

予報士の資格を持った人が「かなりの雨じゃないですか」と突っ込みをいれていました。 

 しかし、私にはこのｍｍという表現がどうも馴染めません。どれ位ならどう酷いのか、自分の専門分

野で取り扱う検査値等は何となく分かっても専門外の数字にはなんとも疎いものだと我ながら情けな

くなります。そこで本屋さんに行き、天気に関する本『身近にあふれる気象・天気が３時間で分かる本

(2019 年)』を購入した所、次のような区分けが載っていました。ある観測点で１時間あたりの降水量(容

積ではなく高さに相当☛三次元ではなく一次元で表記されます)を測定した結果として見てください。 

雨量ｍｍ/時間 状況や感じ方 

０．２未満 傘無しでも我慢出来る程度。 

０．２～２未満 弱～並の雨。 

２～１０未満 やや強い雨。地面に水たまりができる。 

１０～２０未満 強い雨。会話が聞き取れない。 

２０～３０未満 どしゃぶり。車のワイパーが効かない。 

３０～５０未満 バケツの水をひっくり返した感じ。川が溢れるレベル。 

５０～８０未満 滝のような非常に激しい雨。ゴーゴーと轟く音を立て恐怖を感じる。 

８０以上 空が落ちてきたような猛烈な雨。耐えがたい息苦しさ、恐怖を感じる。 

 ちなみに今年８月２７日に九州北部で降った雨は１時間あたり１１０ｍｍだったそうで上記の最上

級の上を行くものですから、耐えがたいような恐怖を感じる猛烈な雨だったと分かります。しかし、上

記表は単位時間あたりの雨量と感じ方を対応させるには便利ですが、実際にどれだけの雨が貯まってい

るかをイメージするには不十分だと思いました。ここからは自分なりに分かりやすいような換算方法を

見つけていくしかないのですが、とりあえず次のような換算法を取り上げてみました。 

Ａ．自分が立った時に自分に降り注ぐ１時間あたり雨量(ｍＬ)を、よくキッチンにある５００ｍＬの計

量カップを何個置くことになるのかでみた。条件としては自分が立った時に降り注ぐ面積を５０ｃ

ｍ×５０ｃｍ(２，５００ｃｍ２)として計算した。 

Ｂ．富山県富山市(１，２４２ｋｍ２)の全域に均一量の雨が１時間あたりに降った時の雨量の総容積が

東京ドーム(容積１２４万ｍ３)の何個分に相当するかでみた。 

   ☛ちなみに、富山県に占める富山市の割合は町村合併の影響で２９．２％と３割近くを占め、こ

の％は都道府県庁所在地のある都市では全国都道府県の中でトップだそうです。 
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結果は下記の通りですが、雨量数値は各欄の最小値(左側)を利用したので計量カップ個数はその個数

以上のカップが頭の上に貯まると考えてください(計算も正しいと信じているのですが・・・)。 

雨量ｍｍ/時間 
Ａ．自分・計量カップ換算 Ｂ．富山市・東京ドーム換算 

雨量(ｍＬ) 計量カップ個数 雨量(万ｍ３) 東京ドーム個数 

0.2 未満 － － － － 

0.2～2 未満 ５０ １/１０個～ ２４８～ ２個～ 

2～10 未満 ５００～ １個～ ２４８０～ ２０個～ 

10～20 未満 ２５００～ ５個～ １２４２０～ １００個～ 

20～30 未満 ５０００～ １０個～ ２４８４０～ ２００個～ 

30～50 未満 ７５００～ １５個～ ３７２６０～ ３００個～ 

50～80 未満 １２５００～ ２５個～ ６２１００～ ５０１個～ 

80 以上 ２００００～ ４０個～ ９９３６０～ ８０１個～ 

Ｂの富山市・東京ドーム換算は規模が大きすぎて、逆にイメージが掴めず理解しづらいです(考えて

みると私は東京ドームの中に入ったことがない(^_^;))。やはり自分を基準にしたＡが判断には良さそ

うです。キリの良い数字で組み合わせると(私が覚えやすい部分でいうと)・・・・・ 

１時間あたりの雨量が２０ｍｍはどしゃぶり状態になりかけで、自分の頭の上に１時間以内に５００

ｃｃの計量カップが１０個乗る。言い換えると私の登山用リュックに１時間で５ｋｇの負荷がかかる。 

実際の雨は１時間では終わらず、ずっと降り続く場合があります。今後とも異常気象は続くでしょう

から命を守る行動を優先する意味を事前に考えておく習慣も必要でしょう。 

２）水銀柱のｍｍ                                 

 血圧を測定する際にはかつては水銀柱を利用していましたが、今はデジタル血圧計がほとんどとなり

水銀柱も製造中止になるという話です。それでもまだ血圧を表示する際には水銀(原子記号Ｈｇ)の文字

が入ったｍｍＨｇ(ミリメートルエッチジー。ミリマーキュリーと洒落た言い方をするドクターもおら

れましたが・・・)が利用されています。血圧は一般に上腕の中動脈部分に相当する圧力で測定します。

そして血管を外側に押し広げる力(血圧)を液体金属である水銀が何ｍｍ上昇するかで現わします。 

 ２０１９年改訂の高血圧治療ガイドラインでは高血圧の診断基準は１４０ｍｍＨｇと変更はないの

ですが、正常血圧の範囲内であった収縮期血圧１２０ｍｍＨｇ～１２９ｍｍＨｇ未満が正常高値血圧と

正常だけど微妙に高い血圧として定義が変更されました。これらのポイントの血圧について考えます。 

 水銀は密度が１３．５ｇ/ｃｍ３の液体金属で、液体だからこそ圧力に従って水銀柱の中で容易に上へ

上昇します。つまり正常血圧の境の１２０ｍｍＨｇは液体水銀を１２ｃｍ上昇させる血圧であり、高血

圧の境の１４０ｍｍＨｇは液体水銀を１４ｃｍ上昇させる血圧だと言えます。 

 そこでこの血圧を密度が１ｇ/ｃｍ３の水に置き換えてみます。すると(単位面積１とします)、 

血圧１２０ｍｍＨｇ→１２×１３．５÷１→１６２ｃｍ＝１．６２ｍ(やや高身長の女性並) 

血圧１４０ｍｍＨｇ→１４×１３．５÷１→１８９ｃｍ＝１．８９ｍ(高身長の男性並)となり 

 小さな噴水レベルの高さまで水が上がってしまいます。私たちの体の動脈(もちろん部位により圧は

違います)は普段からそのような圧力に耐えて日々頑張っているのだなあと感慨にふけってしまいます。 

 ところで血液は様々な物質を含んではいるものの、その比重は１．０～１．１の間で水の密度とほと

んど同じです。ですから、どこか血流の豊富な動脈を切ってしまうと噴水のように血が噴き出してくる

計算になります。だからこそリスクの大きな動脈注射や動脈採血は、法的に明文化はされていないよう

ですがナースには許されず医師のみの行為になるわけです。            （終わり） 


